〔南山苑事業報告〕


平成１６年度　南山苑事業報告

中等度痴呆対応介護部門

中等度痴呆対応介護部門　副主任　三本木　順子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【報告概要】

中等度痴呆対応介護部門は中等度痴呆８０名を対象とし、入所者様の自立を支援し、家庭復帰を目指している。このことを実践するために入所者様の病状や残存機能の把握、ＡＤＬ障害や痴呆症状などの生活障害の改善、生活環境の改善を行えるようにしてきた。また、他部門との連携を今まで以上に円滑に進め統一した介護サービスを提供できるようにしてきた。

【報告項目】
　　１．介護サービス

１）配膳サービス（新規）

２）排泄ケア(継続)

３）入浴ケア（継続）

４）整容・清潔保持（継続）

　　２．職員教育

　　　　　１）スタッフ育成（継続）

　　　　　２）スタッフミーティング（継続）

　　３．システム

１）環境整備（新規・継続）

【報告内容】
　　１．介護サービス

　　　　１）食事ケア

　　　　　　　・温食サービスの実施

　　　　　　　　　方針として：食事の場としての区画を設け、レストラン方式（環境）で食事提供。レストラン方式とは、食事の場としての空間の提供と一人一人への密なサービスの実施。
・フロアで実施した事

　　　　　　　①食事誘導後の業務改善

　　　　　　　　　改善前：トイレ誘導・食事・口腔ケアを今までは職員全員で同じ作業を同時に行っていた

　　　　　　　　　　　　　問題点→流れ作業であり、なかなか個人のペースに合わせられない

改善後：それぞれの業務を担当制にし、役割を明確にし、分担する

　　　　　　　　　　　　　　　時間に追われないケアを確立する

効果→入所者個人のペースに合わせ、職員の流れ作業を改善

	食事介助担当
	食事誘導担当
	排泄介助担当

	主に食事介助を担当する

入所者様配置の観察

誘導者との連携

ホール清掃

お茶・おしぼりの配布・回収
	居室やホールから食堂スペースへ誘導

ホールの観察

介助担当との連携

口腔ケア
	食事が終わった方からその都度誘導


　　　　　　　　　

②食堂スペースの区画整備

　　　　　　　　　　改善前：１度に２０人から２５人の回転式の食事体制である事により、食事時間に差ができてくる

待機者と食事摂取者との間に区切りがない

　　　　　　　　　　改善後：移動式の（キャスター付き）しきりを設置

　　　　　　　　　　　　　　効果：区切りをつける事によって食堂スペースと入所者のくつろぎ

スペースに分け、食事前・食事後の余暇時間を有効に活用

　　　　　　　　③食事リーダー（指示役）の配置

　　　　　　　　　　改善前：食事介助担当と誘導担当の連携がうまくとれない

　　　　　　　　　　　　　　問題点→食事がスムーズにいかない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日清スタッフとの連携がうまくいかず、入所者を待たせてしまったり、空席が多くなってしまうことがある

　　　　　　　　　　改善後：リーダーを１名配置し、食堂スペース全体の観察と職員配置・入所

者配置の把握、日清スタッフとの連携を図る

効果→配膳がスムーズに実施でき、入所者を待たせたり、空席が目

立つことがなくなった

２）排泄ケア

　　　　フロアで実施した事

　　　　　①定時誘導の改善

　　　　　　　改善前：職員全員で一斉に行っていた

問題点→すべての入所者に対し定時誘導が定着しており、個々のペースに合わせられない。失禁が多い。

　　　　　　　改善後：個人毎に食事終了後にトイレ誘導を行うようにし、入所者１名に重点をおく。排泄パターンの見直し（１時間毎の誘導・排泄時間・尿意の有無）

　　　　　　　　　　　効果→２５名中７名の方を定時誘導から個人のパターンに合わせた誘導へ変更し、失禁の軽減につながっている

　　　　　　　　　　　排泄パターンチェック表の活用（１時間毎に尿量・尿意・時間を調べるもの）
　　　　　　　　　

３）入浴ケア

　　　改善前：安全な入浴環境の提供ができていない

　　　問題点：多くの入所者様が一斉に入浴している為、ゆっくりと入浴できない。職員も忙しく動いている為、事故が起こる危険がある

　　　改善後：今までは午後のみの入浴であったが、午前中浴室が空いている時間を使って、スタッフが１名マンツーマンで入浴を行う。（スタッフ１名で介助・見守りができる範囲）

　　　　　　　効果→ゆとりのある入浴時間の提供

　　　　　　　　　　事故の防止

４）清潔保持

　　　改善前：口腔ケア、整容、衣類管理等が徹底されていない

　　　改善後：担当をつけ毎食後口腔ケアを行うようにする

　　　　　　　午前と午後１名づつ整容の担当を配置し、入所者様の整容を実施

　　　　　　　衣類管理表の見直し、保管場所の明確化、衣類管理マニュアル作成

　　　　　　

２．職員教育

1） スタッフ育成
業務のスムーズ化・効率化に重点をおいた為、すべてのケアにおいて流れ作業の傾向にあ

り、フロアを指揮するリーダーの育成が不十分だった為、指導が必要であった。

　　　⇒①流れ作業（ケアに対する意識不足）を改善する為にケアの目的を明確にする

　　　　現在行っている業務と理想像を比較し、アセスメントののち、業務のスリム化、再構築を図る

　　　　　・フロアのリーダー育成の為の研修の実施（対象者：各フロアリーダー）

	月　日
	内　容

	12月
	介護の役割と意味（講義・グループワーク）

	1月
	チームプレーの原則（講義・グループワーク）

	2月
	ケアの対象理解（講義・グループワーク）

	3月
	高齢者への対応・質の高いコミュニケーション（ビデオ学習）


２）スタッフミーティング

　　　　　　入所者様の状況、フロアの環境状況、家族情報、業務改善などについて月１回１７：３０～１８：３０に開催
３．システム

　　　　１）環境整備

　　　　　　　①苑内には環境整備担当者が中心となり、季節に応じた装飾を行い、美化に努めている

②行事・家族会のお知らせ、新聞などを入所者様・面会者に見やすいように掲示板

等を使用し、掲示している。

　　　　　　　③介護補助器具管理
　　　　　　　　　車椅子・歩行器などの整備が不十分であった

　　　　　　　　　療養室の備品（チェスト等）の整備が不十分であった

　　　　　　　　・備品管理の徹底の為に、管理台帳を有効に活用し、備品管理担当者が、月１回チェックし、報告ルートを明確にする。担当→副主任（→修理依頼）→主任→課長

　　　　　　　　・療養室についてはチェックする体制を明確にし、チェック用紙を作成し、備品管理と同様に管理。

居室整備チェック表

	
	個数
	配置
	破損
	修理依頼
	担当

	チェスト
	
	
	
	
	

	ベッド
	
	
	
	
	

	カーテン
	
	
	
	
	

	ナースコール
	
	
	
	
	


　　④事故対策

　　　　改善前：夜勤帯（特に朝）の事故が多い

　　　　　　　　問題点→朝入所者が起きてくる時間帯にスタッフが１ヶ所に固まっている事が多い。事故の起きやすい時間帯にたくさんの業務が組み込まれている。

　　　　改善後：夜勤帯の業務内容を見直し、人数が少ない夜勤帯での仕事を、日勤者がきてから

　　　　　　　　余裕を持ってできるように改善。入所者が起きてくる時間帯は、スタッフを全員

バラバラに配置し、フロア全体を観察できるようにした。

効果→朝の事故を軽減する事ができた

事故の件数

	　
	転倒
	転落
	擦過傷
	トラブル
	皮膚はくり
	脱苑

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	５月
	1
	2
	1
	1
	0
	　

	６月
	2
	1
	3
	0
	0
	　

	７月
	1
	4
	1
	1
	2
	　

	８月
	1
	2
	0
	0
	1
	　

	９月
	1
	2
	0
	0
	0
	

	１０月
	2
	1
	2
	1
	0
	　

	１１月
	0
	1
	1
	0
	0
	　

	１２月
	3
	1
	0
	0
	1
	　

	１月
	0
	0
	0
	0
	1
	　

	２月
	2
	1
	　
	　
	　
	　

	３月
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	13
	15
	8
	3
	5
	


　　　

平成１６年度　南山苑事業報告
高度痴呆対応介護部門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高度痴呆対応介護部門　福士　亜希子

【報告概要】

　　重度痴呆対応介護部門は、意思疎通が円滑に出来ない方やADL面において全介助を要する高度痴呆の方や問題行動の多い方が増えてきた。個々に合ったサービスの提供と環境面の改善に重点を置き今年度は実施している。

【報告項目】　

出来た事

１．介護サービス

1） 健康管理

・歩行訓練の実施　　　　　　（継続）

2） 日常生活

・外出（苑周辺の散歩）の実施（新規）

・想い出の会の実施　　　　　（新規）

・温食サービスの実施　　　　（継続）

　　　３）事故防止

・転倒、転落対策　　　　　　（継続）

２．職員教育

　１）スタッフ教育　　　　　　　（継続）

３．システム　

２）環境整備　　　　　　　　　（継続）

３）スタッフミーティング　　　（継続）

　

　出来なかった事

３．システム　

　１）記録管理　　　　　　　　　（継続）

　

出来たこと

【報告内容】　　

１．介護サービス

１）健康管理

・歩行訓練の実施　　　　　（継続）

対象時間は、午前１０：３０～１１：００と午後１５：３０～１６：００に実施。

季節に応じて歩行状態を掲示。（春→桜、夏→木、秋→もみじ・栗、冬→雪だるま）

対象者は、車椅子以外の歩行可能な方、１１名とし結果、現状維持であった。

２）日常生活

・外出（苑周辺の散歩）の実施（新規）

　〔上半期〕

実施期間、５月から１０月。（実施回数　８９回、一人あたり平均　４．４５回）

　　　　　暖気を中心として行われたが、今年の夏は猛暑だった為、日射病・熱中症を避けた。

　　　　　また、台風も多くこの二つの理由から、予想していた実施回数には至らなかった。

　　　　　散歩時間を１５分～２０分程度とし、１回の散歩には少人数を多くという目的で、利用者様２～３人に対し、職員２人とした。

　　　　　

実施結果→・普段、無表情の方に笑顔が絶えずみられた。

・口数の少ない方が昔を想い出すように職員に語りかけてきた。

・自分がどこの場所で暮らしているかを実感される方もいた。

・散歩から戻ってきても、不穏状態にはならず過ごされていた。

　

〔下半期〕

	日にち
	題　名
	内　容

	１２月２３日
	雪鑑賞
	雪だるま鑑賞

	１２月３１日～

　１月　１日
	三が日
	３０日→福笑い、３１日→カルタ

１日→書初め大会

	　１月１２日
	雪鑑賞
	雪だるま鑑賞

	　２月　３日
	節分
	豆まき（落花生）、職員鬼仮装

	　３月　３日
	ひなまつり
	甘酒


・想い出の会の実施　　　（新規）

実施時間を１３：３０から１５：００に実施した。

	実施内容
	実施内容

	５月２０日
	いちご大福
	１０月２０日
	かぼちゃの煮付け

	６月１８日
	あずきばっと
	１１月１８日
	ふかしいも

	７月２５日
	りんごの煮付け
	１２月１９日
	りんごの煮付け

	８月２９日
	かぼちゃの煮付け
	１月２３日
	いもようかん

	９月１５日
	ブドウ・栗
	２月２０日
	せんべい汁

	９月２８日
	お月見だんご
	３月２８日
	豆しとぎ


　　　　　実施結果→・昔馴れ親しんだ味であり、懐かしむ方がいらした。

　　　　　　　　　　・皆さんから、「うまい」という感想が聞かれ、好評であった。

　　　　課題→・調理できる利用者様が対象者３名と少ない人数であり、多くの利用者様が参加できるメニューにする必要がある。団子系が良いと思われる。

　　　　　　　・外出・外泊できない利用者様が大半を占めている為、次年度はご家族と共に調理から試食まで参加できる想い出の会とする。

・温食サービスの実施　　（継続）

　　上半期まで味噌汁はふた付きで熱が逃げるのを防止していたが、改善みられなかった。下半期から介護リーダーが味噌汁の温度チェックし、結果を栄養にネットワークで報告したが温度にバラつきがあり、温度計を栄養で発注してからは味噌汁の常食用・トロミ用それぞれ一定した温食が提供されている結果となった。

　　※詳細報告は、栄養とする。

３）事故防止

　　　・転倒、転落対策（継続）

　　　　①ベッドからの転落のおそれがある入所者に対して、ベッドのキャスターをはずし、高さを低くすることで転落による衝撃を極力抑える。

　　　　②観察室にフローリングマットを敷き詰め、転倒、転落等などによる外傷をなくする。

　　　　③ヘッドギア、車椅子,歩行器等を本人に合ったものを使用していく。

　　　　④入所者のサイズに合った靴の使用や、転倒の危険がある服装などは着用をさけて頂く。

　　　　⑤痴呆老人の場合は何気ない歩行時にも転倒する可能性が高い事を念頭におく。

　　　　⑥座位時の傾眠、前傾姿勢による転落防止の為、サイドテーブル等をおき、転落を防ぐ。

　　⑦転倒、転落の危険性がある利用者様は職員の目の届く範囲で過ごして頂く。

　　⑧全盲の方には、職員のマンツーマン対応とし、事故防止につなげる。

　　⑨筋力低下・病的な原因からバランスをとれない歩行がみられる方には、両手引き歩行とし、

　　　安全な介助を徹底する。
２．職員教育

　１）スタッフ教育（継続）
スタッフ個々の知識育成の為に、部門勉強会を開催した。

※また、スタッフミーティングもこの日に実施し。

	日にち
	実施内容
	人数
	目的

	５月　８日
	高度痴呆高齢者の接し方
	１０人
	高度痴呆高齢者の特徴・対応法を理解する

	６月２８日
	外出・外泊の手順
	　７人
	外出・外泊の一連の流れの動作を学ぶ。

	７月３１日
	緊急時対応
	　６人
	看護が到着するまでの介護の対応法を学ぶ

	８月１９日
	薬の種類とその効能
	　８人
	南山苑で使用している薬を学ぶ。

	９月２３日
	介護概論
	　７人
	介護の基本的な事を学ぶ。

	１０月２８日
	嚥下障害と食事介助
	　５人
	食事の意味、食事摂取の異常、介助法を学ぶ

	１１月２２日
	全身清拭について
	　４人
	身体の清潔、清拭の意義、清拭の方法を学ぶ

	１２月２３日
	疥癬について
	　７人
	病気の理解、予防、対策を学ぶ

	　１月１８日
	看護用語１
	　６人
	看護日誌で使用している用語を理解する。

	　２月　９日
	看護用語２
	　７人
	読み・書きでテスト。

	　３月　５日
	ケア・チェック表の記載
	　８人
	ケアプランのアセスメントの記載を学ぶ。


　　３．システム

２）環境整備　　　　　　（継続）

　　　　　①毎週火曜日の巡視を基に、物品管理担当者と検討し、破損・修理・発注依頼が出来ている。

　　　　　②装飾担当者が、季節に応じた装飾や展示物は異食にならず、利用者様が興味を引く事に心がけ実施できた。

　　　　　③カーテンは一箇所ずつに番号をつけ、一ヶ月に一回は必ず洗濯が出来ている。番号に限らず、汚れが見られた場合は、直ぐに洗うように努めた。

　　　
　出来なかったこと

３．システム

　１）記録管理　　　　　　（継続）

　　・スタッフミーティングの議事録・車椅子洗いチェック表・備品管理の破損状況は、パソコン入力は毎月出来ているが、排尿チェック表はデータ化の内容が薄く、また作成できる技術が足りなく完成できなかった。

　　　　　

平成１6年度　南山苑事業報告

通所リハビリテーション室
通所室　副主任　吉田　恵美

【報告概要】
　通所リハビリテーションの施設増加により、サービスの質がより重要とされる現在、今までの入浴・食事・送迎・リハビリの他に利用者様個々が安全で安心して利用できる環境作り、必要なサービスの提供、プログラムの拡大を目指す。

また、利用者様だけでなく、ご家族の方にも通所リハビリテーションを理解して頂くと共に介護技術の指導、アドバイスを行い、質の高いサービスを提供する。
【報告項目】

1. 介護プログラム

2. 職員教育

3. システム

【報告内容】

１．介護プログラム
１）行事計画の実施

①暑中見舞い等、季節の挨拶状、行事案内、又季節折々の企画を用意し、配布することにより、行事に参加された。

・暑中見舞いにおいては、部品（ミキサー）の故障により、手すき和紙の作成にてこずり、残暑見舞いとなってしまった。

　・年賀状においては、11月中旬に年賀状作成をし、休まれていた利用者様を含み63名に配布した。

②苑外行事を月５回（冬期間を除く）、冬期間は苑内行事を企画し実施した。

　・苑内行事では、マンネリのないようにし、利用者様が楽しんで頂けるよう発想を変えて実施した。

　　　　　　　・苑外行事では、多くの利用者様が参加できるよう行事案内の掲示、配布を行った。

　　　　　２)ナイトケア行事の実施

・現在ナイト利用者様の減少が目立つ為、ナイト独自の行事を企画し、仲間作りも兼ねてＯＴスタッフと協力し、入所者様と合同で実施した。

	開催日
	内容
	場所
	備考

	５月２４日
	食事会
	八食センター(勢登寿司)
	３名参加

	７月１９日
	七夕祭り
	三日町
	猛暑の為、中止

	７月３０日
	花火大会
	館鼻漁港
	

	８月２８日
	盆踊り大会
	長根運動公園
	


　　　　　　3）サービスの向上

①送迎時間の調整

　　　　　　　・PHSの使用により、車両部門・在介・相談・事務部門との連携を密にして、臨機応変に家族の希望時間に対応している。

・時間指定の方が多数いらっしゃり希望時間にしばしば遅れがある為、デイバス３台のうち１台は７時３０分の出発を実施している。

・デイバス５分前TEL実施。5分前TEL実施に当たっては、家族より承諾を頂き、デイバス５分前実施においては、希望時間ある方や独居の方に対して５分前に限らず、随時、迎え時間を連絡している。

　　　　　　

　　　　　　　・ご家族からの希望時間の要望があり、利用日、その日の人数によって、希望時間に応じられていない日もあるため、いつの利用日でも一定の時間にお迎えに上がれるよう配車の見直しを行い、その都度調整を図っていった。

　　　　　　　　

　　　　　　②プログラムの実施

・大正琴、園芸、俳句、裁縫などの趣味や興味のあるものを個別で実施。

・痴呆度、身体機能別に分かれて実施するグループワークでの実施。

・利用者様が活動するだけでなく、職員の劇や慰問などを見て頂いて楽しんで頂く

プログラムの実施。

・地域住民、園児、動物などと触れ合い楽しんでいただくプログラムを実施。

・語り合いながら料理教室を行えるよう、おしゃべりクッキングを実施。園芸で採れた野菜で収穫祭も兼ね、料理教室を行った。

③入浴サービス

・入浴時間が限られており、利用者様がゆっくり入浴する事が出来ず、十分なサービスが出来ていない。そこで、入浴を目的に来られる方も多い為、以下のサービスを実施した。

１）入所スタッフと検討し、午前、午後好きな時間に入浴できるよう検討し、その日の利用人数によって調整し、実施している。

２）替わり湯の実施（月初めの第一週目）

	月別
	替わり湯
	備考

	５月５日～１１日
	菖蒲湯
	実施できた

	６月２２日～２８日
	牛乳風呂から菖蒲湯に変更
	旧の節句にあわせ実施した

	７・８月
	備長炭風呂
	ムト－ハップの切り替えにより

中止

	９月
	ヨモギ湯
	

	１１月２３日～２９日
	みかん湯
	実施できた

	１２月２２日～２８日
	ゆず湯
	実施できた


               ・香りや色を楽しんでいただくために、期間以外は、バスクリーンを使用し、実施していった。

　　　　　　 　・替わり湯の予定や実施したことをご家族に報告し、広報「南山苑だより」にも掲載していった。

３）湯けむりツアーの実施

　　　　　　　・八戸市内・近辺の温泉、銭湯へ出掛け、実施した。

　　　　　　　４）浴室の雰囲気作り

　　　　　　　・入浴用品（桶･衣類かご）は、入所部門と相談し、発注した。

　　　　　　④食事サービス

・ドリンクサービスを実施。いつでも好きな時間に飲めるよう夏の時期には、各テーブルに冷茶を設置し、それ以外の時期には、冷茶のほかに暖かいお茶も対応していった。

・栄養士と５月、６月にかけて検討し、食器や盛り付けの工夫をしていった。

　　　　　　⑤デイケアの見学

・田面木地区「ほのぼの交流会」の一環として田面木地区社会福祉協議会の一般高齢者の方々（７０歳以上）が６月２２日(館・上田面木地区１６名)、７月２７日（中・南田面木２１名）、１０月２０日(松園町・下田面木地区、民生委員含む２７名)に来られ、一時間ほどレクリエーションを見学された。

4）利用者様家族への支援

①デイケア通信(おんでやぁんせ)の発行

　今年度より、広報紙南山苑だよりの中に掲載し、配布に伴い発行していない。

②家族との触れ合い

家族連絡帳の活用と送迎時、一日の様子を口頭でお話しし、またその都度家族の悩

み、介護相談、南山苑への要望なども聞き、スタッフ、相談員、在宅介護支援セン

ターのスタッフと連携し支援・相談を実施していった。

2． 職員教育

1）部門勉強会の実施

月1回、第4水曜日業務終了後勉強会を実施。学習内容は「看護・介護マニュアル」等を使用し学習する。また、スタッフの自主性、責任感の育成の目的を兼ね担当制とし、資料を配布し、実施した。

	部門勉強会実施項目

	月別
	内容
	出席人数

	４月２３日
	接遇の基本
	１０名

	５月２５日
	ケア業務の法的、倫理的側面
	１０名

	６月２８日
	看護、介護の役割
	９名

	７月１２日
	他職種との連携
	１０名

	８月２４日
	グループワークと生活リハビリ
	１０名

	９月１５日
	リスクマネジメントⅠ
	１１名

	１０月１９日
	リスクマネジメントⅡ
	１０名


3． システム

１）各関係部門との定例会議

①地域情報・苦情・家族の要望などの情報収集をし、在介・相談・事務・居宅等との情報交換を行いサービスの見直しや修正を月1回実施した。
②事務部門と各利用者のその日の利用サービスと利用者の確認・配車確認、及び情報交換をし、当日ミスの無いサービス提供を実施出来る態勢を整えた。(毎日７時５０分実施)

２）環境整備

①備品の管理　　

車椅子・机・椅子などのチェックシートを作成し、月１回の台数・修理の有無など
を確認、担当者が責任を持って管理した。
②フロアの装飾

担当責任者を決め行事写真、各季節の草花を置き、季節感・癒しのある環境を提供した。

　　　　　　③フロアの美化

　　　　　　　利用者の事故防止と快適な環境を目指し、食後の掃除、利用者様の荷物置き場、ステーション内の整理整頓、危険物の管理の徹底を図った。また、床、窓、カーテンは汚れたら随時掃除、洗濯を行った。
平成１6年度　作業療法部門事業報告

作業療法部門
作業療法部門　副主任　高成　恵里

【報告概要】

　疾患や運動環境など、リスク管理に注意を払いながら、生活の中で支援すべき要因を把握し、利用者様のレベルに応じたプログラムを提供する。また、効率的な業務展開が行えるよう業務内容の見直しを図りながら援助者それぞれの質の向上を目指す。
　【報告項目】

4. 作業療法プログラム

1)身体機能訓練の導入

2)選択性のあるプログラム

3)リハビリテーションの充実

5. 職員教育

6. システム

1)環境整備

2)ボランティアの活性化について

3)記録・利用者様の情報管理及び整理

【報告内容】

１．作業療法プログラム
１）身体機能訓練の導入

①痴呆だけでなく、身体機能障を主訴とする利用者様が増え、年々個別の身体機能訓練を必要とする利用者様が増えてきている。そこで、個々の身体状況を把握し、看

護・介護スタッフでも実施できる訓練内容を作業療法士より指導していただき、個別カードを作成し、定期的に日常生活に取り入れて訓練を実施することができた。

　

　②治療的リハビリプログラムの実施

　疾患別体操・機能改善体操などの治療的リハビリ体操、ADL体操を毎朝、９時より中等度フロアの入所者様を対象に実施できた。　

　　　　　２)選択性のあるプログラム

　　　　　　利用者様が施設生活を楽しみながら過ごして頂けるよう、訓練だけを目的とするので

はなく、物を作ったり、植物、子供と触れ合い楽しんで頂くプログラム及びレクリハ

を提供することが出来た。

　　　　　　

　　　　　　①ナイトプログラム

· ナイトプログラムの一環として、デイケアと協力し、５月にお食事会、８月に田面木保育園の納涼会参加を実施した。７月実施予定の花火大会は、猛暑の為、Nsと検討し中止しています。

　　　　　　<ナイト行事実施内容>
	開催日
	内容
	場所
	備考

	5月
	食事会
	八食センター
	2名参加

	7月
	花火大会
	舘鼻漁港
	猛暑の為中止

	8月
	納涼会
	田面木保育園
	4名参加


②アロマセラピー、癒しのプログラム

1) 入所者様が、夜間薬に頼ることなく、睡眠・覚醒リズムを整えるよう、心地よい音、香り(アロマ)の提供を実施した。ヒーリング映像の提供はスタッフの知識不足、対象者が少なく、徘徊者が果たして静かに映像を見れるのかなどの問題が生じた為、上期で中止し、アロマ(足浴)に力を入れ行う事が出来た。

<睡眠・覚醒リズムへの効果・内容及び結果>　　　　　　　　　

	項目
	1、クラシック、オルゴールなど心地よい音の提供

2、香りの提供 

	対象
	夜間不眠の方13名

	効果
	1 右脳が活性化され、脳波が安静時と同じa波の状態になり、心身ともにリラックスする。

2 心と体に作用し、精神的にも肉体的にも変化を与える

	内容
	1 20時～1時間、有線を利用し、心地よい音楽をかけ実施する。

2 睡眠に最適な香りは、ラベンダー、ベルガモットと言われている為、この匂いを利用者様の枕に霧吹きで拭きかける。注)利用者様に匂いが好まない場合は、本人の好きな香りを吹きかける。

	結果
	1 夜間不眠は軽減できなかった。

2 音や香りへの反応は見られた。


<出来なかった内容及び原因>

	項目　
	ヒーリング映像の提供

	効果
	月の映像は、心を静めるパワーがあり、寝る前に見るとリラックスして安眠できる。

	内容
	夕食後、徘徊されている方を対象に30分程度癒しのビデオを見て頂く。

	原因
	1 ヒーリングに関する知識不足

2 対象者が少なかった。

3 徘徊している方が果たして静かに映像を見れるのか等の問題が生じた。


2) 高齢者は皮膚の乾燥、浮腫になる方が多く見られる。そこで、アロマオイルを使用してリラックスするとともに、癒しの空間を提供した。

　　　　　　　<浮腫軽減のための効果・内容及び結果>　　　　　　　　
	項目
	1、香りの提供

	効果
	皮膚の乾燥を防ぐとともに浮腫の軽減ができる。

	対象
	浮腫・徘徊の激しい方16名

	内容
	①寝たきり、浮腫のひどい方を対象に、香りのついた油を0.5～1％の濃度まで下げ手や足などに塗ってさしあげる。

	　
	②手浴、足浴として、月２回程度、お湯に精油を2～3敵入れ、10～15分、手や足をお湯につけリラックスして頂く。

	結果
	1 一時的な浮腫の軽減が出来たが、1～2日経つとまたむくみが現れた。

2 徘徊者への休息の時間を確保する事が出来た。


③サークル活動

・仲間作りを1番の目的と考え、入所・通所問わず、利用者様のニーズに合わせたグループ活動を実施することができた。

　　　　　　1)季節を楽しむサークル

　　　　　　　春夏秋冬を毎月、一味違った形で実際に体で感じて頂き、季節感を感じると共に刺激を与える。(毎月2回実施予定)

　　　　　　<活動内容>　　　　　　
	月
	テーマ
	内容
	備考

	４月
	春の自然を楽しむ
	桜を見に行き、季節を感じる
	場所・・南部山

	５月
	よもぎ摘みに出掛けよう
	よもぎを摘み、よもぎ団子を作る
	場所・・２Ｆ，SS外の広場

　　　　　GHの裏山にて

	６月
	苺を収穫してジュースを作ろう
	収穫した苺で苺オレを作る。
	場所・・南山苑(たんぽぽ農園)

	７月
	野菜を収穫して料理を作ろう
	収穫した野菜にて漬物を作る。
	場所・・南山苑(たんぽぽ農園)

	８月
	夏を楽しむ
	夏祭りを見学しよう
	三社大祭は猛暑の為中止だったが、田面木保育園納涼会、南山祭り、青仁会祭りに参加した。

	９月
	秋の自然を楽しむ
	苑内を散歩し、秋の季節を楽しむ(栗拾い)
	場所・・苑内周辺を散策

	１０月
	秋の味を楽しもう
	秋の味覚を味わう
	収穫したかぼちゃを煮物にして頂いた。

	１１月
	秋の実りで暮らしを飾ろう
	紅葉や木の実を探し、押し花、壁飾りを作る。
	場所・・苑内周辺を散策

	１２月
	お正月を楽しもう
	年賀状作り、書初め
	苑内にて実施

	１月
	小正月を楽しもう
	抹茶を飲みながらお話会をする。
	苑内にて実施

	２月
	伝統芸能を楽しもう
	烏帽子作り、えんぶり鑑賞
	苑内にて実施

	３月
	桃の節句を楽しむ
	桜餅作り
	苑内にて実施


　　　　　　2)昔遊びサークル

　　　　　　　高齢者が昔遊んでいた物を取り入れ、現代の子供達と一緒に遊具を作ったり、実際に遊ぶことで子供時代を思い出すと共に、子供との交流の輪を広げる事を目的としていたが、手順書の作成、学校選出が少なく、7月には実施できなかったが、下期、手順書を作成、こまめな連絡調整を行い１２月に実施する事ができた。2月は、風邪が流行した為中止としている。

　　　　

　　　　　　<活動内容>
	月
	依頼校
	内容
	備考

	１２月
	田面木保育園
	園児と一緒にカルタ、輪投げ、スカットボール遊びを行った。また、一緒におやつを食べる。
	園児の皆さんも楽しかった、また遊びに来たいと好評であった。また、入所者様もいつになく元気にゲームを楽しんでおられた。

	２月
	田面木保育園
	昔のお菓子を食べながら、紙芝居を見たり、お話会を行い交流を図る。
	２月外部のインフルエンザ流行の為、中止としている。


３)趣味サークル

　　　　　　　利用者様の孤立化を防止する為、入所・通所問わず、同じ趣味、気の合う園芸サークル、手芸サークル、書道サークル、大正琴サークルを作り、利用者様同士の交流の輪を広げる事が出来た。

３）リハビリテーションの充実

　  おしゃれクラブ、歌っ子クラブ、スポーツレクなどグループの見直し、個人の活動内容の検討を毎週水曜日１６時～ケア会議を開き検討し、実施する事が出来た。

4． 職員教育

施設職員として、どのような事にも的確に対応できるよう、知識、技術を習得し、実践できるようにする。また、プロとして一人一人が自覚を持ちフロアの質の向上を目指す。

　1)スタッフ育成

①部門勉強会の実施

月1回、第1金曜日業務終了後勉強会を実施。学習内容は「ハンドブック・リハビリテーションマニュアル」等を使用し学習した。

	4月
	書類の記載について
	全員参加
	10月
	音楽療法について
	全員参加

	5月
	化粧療法について
	"
	11月
	感覚刺激について
	"

	6月
	個別訓練について
	"
	12月
	レクリハについて
	"

	7月
	回想法について
	"
	1月
	パワーリハについて
	"

	8月
	ボランティアについて
	"
	2月
	園芸療法について
	"

	9月
	ケアプランについて①
	"
	3月
	ケアプランについて②
	"


　②他施設への研修

外部研修、実地研修へ参加し、知識、技術の向上、他施設の各業務の工夫や取組み等を吸収し、当苑業務に取入れていくことができた。

	　
	研修内容
	人数

	　９月
	基礎研修会
	1名

	１０月
	レクリエーション実技講習会
	2名

	１０月
	アロマテラピー講習会
	3名

	1月
	パワーリハビリについて
	1名


2）新人スタッフの育成

①配属３ヶ月間は業務に従事し、業務の流れ、日程業務を習得できるよう担当者を決めて育成を図った。
②３ヶ月間を区切りに、勤務終了後、個別の面談を担当者と副主任で課業表をもとに行い、各業務の習得状況の確認、不確実なところを再指導した。

5． システム

１）環境整備

　①苑内の装飾、苑外の環境整備

　・季節に合わせた装飾、行事写真、入所者様の作品の展示など定期的に実施している。

　 また、フロア装飾は、中等度フロアのスタッフより指示を頂き実施する事ができた。

２）ボランティアの活性化

　・ボランティアの活性化につなげる為、2ヶ月に1回「南山苑だより」と行事予定表をボランティアに配布し、苑内の活動を理解して頂きながら、苑内行事だけでなく、日常生活にもボランティアの方に来て頂き、利用者様のサービスの充実を図ると共に、地域貢献の一環としてボランティアを導入することができた。

　・実際に各活動の指導をして下さるボランティアを社会福祉協議会、学校、公民館などを中心に足を運び呼びかけを行った。しかし、在宅介護支援センターからの紹介で、ペーパーフラワーの先生のお話がありましたが、先生の体調不良により今年度は導入する事が出来なかった。

　　　

５）記録・利用者の情報管理及び整理

①記録

利用者様の経過録、訓練実施表の書式を見やすく管理できるよう５月に作業療法士の先生と会議を開き、記載時間の短縮ができるよう書式の見直しを行う事が出来た。

　　　　　　②ボランティア管理書類

　　　　　　　毎月、来ているボランティア人数の管理、名簿管理をパソコンで管理する事が出来た。

平成１６年度　南山苑事業報告

看護部門

看護課  副主任  白川　千春

【報告概要】

　　入所者様の全身状態の把握をもとに健康管理、医療補助、リハビリテーション看護に基づく生活支援を実施し、家庭復帰に向けてサポートに取り組んだ。

痴呆性高齢者は問題行動の為に家庭復帰が難しいのが現状だが家庭復帰施設として在宅復帰に向

けて出来るだけ在宅に近い環境でのケアを提供に努めた。

【報告項目】

１　看護サービス

　１）個別ケア（継続）

　２）御家族への援助（継続）

２　職員教育

１）部門勉強会（継続）

３　システム

１）健康管理（継続・一部新規）

２) 薬剤管理（継続・一部新規）

３）医療廃棄物（継続）

４）備品・設備管理（継続）

５）書類管理（新規）

【報告内容】

１　看護サービス

１）個別ケア

入所者様一人一人に合わせたサービス計画を立案・実施し、問題行動の軽減や落ち着いた生活環境の提供につながっている。

ナースカンファレンスは月～土の１０：３０～１０：５０、診察室にて実施。

２）御家族への援助

　　　①施設及び職員と御家族との間に信頼関係を築くためにも、面会の際は入所者様の状態報告等を行い、その説明内容及び状況等を経過録に記載していく。また、状態の急激な変化や、他医療機関への受診、事故等があるような時なども速やかに御家族へも連絡し、状況の報告や手順の説明など詳細に連絡をとり、報告漏れや連絡漏れ等のないようにする。

　　　②ケアカンファレンス前後に現在の問題点や今後のケア計画を御家族に説明し入所者様の状態や問題行動を把握して頂き現状に合わせて御家族の都合も考慮しつつ外出・泊を勧め家庭復帰に向けてのアドバイスや指導や相談に当っていく。

1 面会や状態不良時にはその都度、御家族に対して入所者様の状態報告を実施し、御家族と情報を共有する事で受診の際などの協力や連携が図れた。

2 ケアカンファレンス後に現在の問題点や今後のケア計画を御家族に説明した事で入所者様の状態や問題行動を把握して頂く事が出来た。

２　職員教育

１）部門勉強会

　　　　勉強会を担当制とし予定通り実施する事が出来た。(別紙表1)

夜勤者・遅番勤務者以外全員参加

３　システム

１）健康管理

①異常時や専門的治療が必要な場合は速やかに専門医へ受診し早期対応・治療を図った。

　　　②通所者様については、連絡帳の活用の他、御家族から夜間の状態や、利用日以外の日中の過ごし方などの情報を送迎時に得て、必要時適切な対応・アドバイスが出来るよう看護・介護・家族間での情報交換を行っている。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③インフルエンザ予防対策

インフルエンザ予防接種は例年同様に１０月下旬～１１月上旬に実施したが、職員で南山２名・入所者様１名の罹患に至ったが集団感染を防ぐ事が出来た。

④その他感染症対策

１０～３月を感染予防の強化期間としているが、職員や利用者様の風邪の罹患状態や流行を見て出勤時の含嗽励行を実施し、面会制限呼びかけポスター等を設置し、苑内への感染源持込を防ぐ働きかけを実施した。

⑤他科受診検討会の開催

　　　　受診に至った経過や原因、治療内容を医師・指導員を交えて検討会で見直し、適切な対応が行えていたか検討する予定でしたが周知徹底されておらず開催出来なかった。

２) 薬剤管理

　　　①定期薬管理

薬剤に依存的な入所者様に対して減薬ではなくプラセボを用いる事で入所者様も薬を服用出来るという安心感を維持する事ができ服薬量の軽減も図る事が出来た。
②薬品管理

　　　　薬品類は全て鍵のかかる戸棚にて保管し、施錠管理及び残薬確認を毎日実施しており、事故を防いでいる。

３）医療廃棄物

　　　　マニュアルに基づいた、廃棄物の取り扱い・保管場所・処理方法などの管理が出来ている。

４）備品・設備管理

備品管理として管理台帳を使用し、毎月備品の故障や破損等のチェックを行い、常時使用可能な状態にしている。　

５）書類管理

　　　①マニュアルの整備

　　　　マニュアルの見直しを行いネットワーク上で閲覧出来るように整備した。

②経過録の整備

経過録内（看護課で管理する書類）の情報やデーターの整理を行い情報収集しやすいように書式の変更を行う予定であったが、担当者が退職し引き継ぎも行えず実施出来ていない。

ファイリング方法に関して役職者で検討することとしていたが、検討会を継続出来ずに実施に至っていない。

別紙表１

平成１６年度看護部門勉強会実施表　　　　　　　時間　１７：１０～１７：４０

	月　日　
	　　内　　　　　容
	　　　目　　　　　　的

	５月
	医療廃棄物取り扱い
	医療廃棄物の管理及びその処理方法について

	６月
	御家族との連携・対応
	家族と入所者様の関わり方

	７月


	救急時の対応法
	救急時に使用する物品・処置法について

	８月


	ケアプラン立案・評価
	個々の状態に応じたケアプランの立て方について

	９月


	インフルエンザ対策
	インフルエンザ予防対策と予防接種に関するタイムスケジュールと打ち合わせ

	１０月
	褥瘡対策
	褥瘡予防対策について

	１１月
	感染対策

（肝炎、疥癬、ＭＲＳＡ等）
	院内感染予防対策について

	１２月
	流行性感冒対策
	流行性感冒の把握と対応策について

	１月


	薬物と高齢者
	薬物が高齢者へ及ぼす全身症状

	２月


	リスクマネージメント
	事故防止対策や身体拘束について

	３月


	痴呆性高齢者の対応策
	問題行動に対する対応策について

	４月


	今年度のまとめ・次年度の検討
	今年度の反省・評価を行い、次年度の勉強会の検討


平成１６年度  南山苑事業報告

支援相談部門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支援相談部門  山口　裕美子

【報告概要】

  在宅復帰が老人保健施設の目的ではあるが、長期間の入所を希望される家族が増えることで、ますます入所の長期化、高齢化が進んでいる。また、寝たきりの方や重度の痴呆、疾患を抱える利用者が増え、入所者の平均要介護度も高くなり、支援相談部門でもより新しい知識や技術、工夫が求められた。さらに、施設でのサービスを利用される方が増えることで「サービスの質」が問われており、当施設においても利用者及び家族が望まれているサービスとは何かを考え、業務を展開してきた。

【報告項目】
１．サービス

１）地域及び利用者、家族との交流の拡大（継続、一部新規）

①利用者、家族に対する支援

②地域交流支援

    ２)第三者評価会議

２．職員教育

１）スタッフの育成（継続）

①支援相談員

３．システム

　　１）居宅介護支援事業者との連携強化（継続、一部新規）

①通所リハビリテーション・短期入所利用者の拡大

②訪問調査について

    ２）各種書類の電算化（継続、一部新規）

①利用者情報のデータベース化

　　　　②書類の整理及び管理

　　３）他部門との情報の共有（継続）

①情報の伝達

    ４）痴呆フォーラム

【報告内容】
１．サービス

１）地域及び家族との交流支援の拡大
1 利用者、家族に対する支援 

・インテーク段階で、要介護度の軽い利用者の家族へは在宅サービス等の紹介をし入所後もアプローチを行った。しかし、重度の疾患・痴呆を抱える利用者が増える傾向にあり、在宅への退所者は５名となった。

・退所予定の利用者と家族へ、退所の手引を作成し退所時指導を行った（５名）。また、担当ケアマネジャーと情報交換を行い必要な利用者へは退所後指導を実施した。今年度より、ショートステイ終了者へ利用中の状況を文書で報告している（７名）。

・南山苑家族会「すずらん会」は、平成16年7月24日に第一回、平成17年1月15日に第二回を開催した（別表１）。

② 地域交流支援

・介護教室は、予定通り年４回開催した（別表２）。

・南山苑だよりを隔月で発行し、通所リハビリテーション利用者の家族、公民館、保育所等へ配布し行事、ボランティアへの参加を呼び掛けた

・地区社協、民生委員と連携し、田面木地区ほのぼの交流会の一環として、施設内の見学と通所リハビリテーションの体験を実施し、６４名の地域住民が参加した（別表３）。また、民生委員の協力のもと、苑内行事を企画・実施し、地域の方と直接触れ合う機会を作る事ができた。

２)第三者評価会議

家族アンケートは平成17年2月に実施したが、評価表の見直しと集計方法の検討に時間を要し、また、評価実施日が年度末ということもあり日時の調整が出来ず、今年度中に評価会議を開催する事ができなかった。来年度、6月までに再度評価表と実施内容についての見直しを行い、8月中に評価会議を開催するよう準備をしていく。

   ２.職員教育

      １）スタッフの育成

           ①支援相談員

・法人内のケースワーカー勉強会、八戸地域介護支援専門員協議会の研修会に参加し知識の修得に努めた。また、事務部門と共同で接遇における勉強会と、月１回部門勉強会を開催し、相談業務の技法、制度、疾病等の学習を行った（別表４・５）。

・支援相談員ローテーションに対し、電話対応における勉強会を実施し、苦情対応や接遇の向上を図った。

   ３．システム

       １）居宅介護支援事業者との連携強化

①通所リハビリテーション、短期入所利用者数の拡大

・各居宅介護支援事業所へ出向き、サービス内容のPRを行い、利用率の向上に努めた。それにより、各事業所より１６件の新規紹介を頂いた。しかし、紹介後数回の利用で中止となる利用者もあり、利用の継続については来期の課題となった。南山苑在宅介護支援センターとは月１回の居宅管理会議において利用者及び利用中止者の現状把握を行った。

・長期入所者の中で入所継続判定の結果、本人の状態、家族状況から在宅療養可能である方を洗い出し、家族同席のもとカンファレンスでの検討を行った。それによりグループホームへ２名退所している。

・状態不良のため施設対応外となった利用者と家族に対して、カンファレンスにて適切な施設、病院への転院を勧めた。

②訪問調査について

・入所、通所、短期入所利用希望者（新規・再開）の訪問調査は確実に行うことができた。在宅介護支援センターとも連携し、情報交換及びスムーズな利用開始につながっている。

２）各種書類、記録の電算化

①利用者情報のデータベース化

・入所、通所、短期入所の各サービスの新規利用者についての情報はその都度コンピュータ入力を行い管理している。現利用者のデータについては電算化を完了した。

②書類の整備及び管理

・入所者の介護保険更新申請について、提出漏れのないよう更新手続きのマニュアルを作成し確実に実施した。

・平成16年10月より、月１回支援相談部門会議を開催し、情報交換を行っている。居宅管理会議は会議録を作成し、支援相談部門会議と共に平成16年11月よりコンピュータ上で管理している。   

３）他部門との情報の共有

①情報の伝達

 ・関係機関や家族から情報提供があった際の伝達方法について、平成16年9月より個人の経過録に記入し実施している。口頭での申送りと、経過録への記入により伝達ミスを軽減できている。  　　　　 

４．その他

  １）平成16年度入退所者の状況（別表６）

 上半期は、各居宅介護支援事業所へ出向いてのPR活動、医療機関等への問合せ等行ったが、急な退所に対応できず入所率の低下を招いてしまうことがあった。下半期も、入所・通所共に伸び悩み安定した利用率ではなかった。その原因として、各居宅介護支援事業所へのＰＲ不足と、新規紹介者を継続した利用に結び付けられなかった事が挙げられる。また、入所の長期化により身体状況が悪化する利用者が増えた事、重度の痴呆や疾患、寝たきりの方の入所希望が増えているという現状もあり、医療機関への入退所が多く、退院までの空床を短期入所者で迅速に対応出来なかった事がある。今後も、重度の痴呆や疾患のある利用者が増えると予測されるため、各事業所との情報交換を密に行い、利用者の獲得を行っていく。また、新規利用者を継続利用へ結び付け利用率の安定を図れるよう、サービスの質の確保、ニーズ調査等を実施していく必要がある。

（別表１）

　平成１６年度　南山苑家族会「すずらん会」実施報告
	日程
	場所
	参加人数
	内容

	平成16年 7月25日
	南山苑在宅介護支援センター会議室
	５名
	· 栄養指導

· 個別面談

· 懇談会

	平成17年 1月15日
	南山苑 苑長室
	７名
	· 在宅へ向けての介護教室

· 痴呆についての勉強会

· 個別面談

· 懇談会

	平成17年 4月 9日
	南山苑 苑長室
	７名
	· 平成１７年度役員改選

· 会計報告

· 個別面談

· 懇談会


（別表２）

平成１６年度  南山苑介護教室実施項目

	実施日
	実施場所
	参加者
	内容

	平成16年9月3日


	光星高等学校


	福祉専攻1・2・3学年100名


	痴呆の概念

問題行動への対応

リハビリテーション

	平成16年9月18日


	下長中学校
	3学年 120名


	食事について  嚥下体操

              介護食の試食

              介護用品の紹介

レクリエーション体操

	平成16年12月16日
	下長中学校
	2学年
	ボランティアとは、心構えについて

痴呆の種類

痴呆症状への対応について

	平成17年1月7日
	八戸南高校
	13名


	車椅子の操作、自助具の説明

介護食について


（別表３）

平成１６年度  田面木地区「ほのぼの交流会」施設見学実施内容

	実施日
	参加地区（人数）
	内容

	平成16年6月22日
	舘・上田面木地区（16名）
	苑内見学

通所リハビリテーション体験

（料理教室・大正琴・レクリエーション）

	平成16年7月27日
	中・南田面木地区（21名）
	苑内見学

通所リハビリテーション体験

（料理教室・誕生会・レクリエーション）



	平成16年10月20日
	下田面木・松園町地区（27名）
	苑内見学

通所リハビリテーション体験

（料理教室・レクリエーション 他）


（別表４）

平成１６年度支援相談員勉強会

	
	内      容
	目            的

	4月28日
	介護保険制度の理解①
	介護保険制度の概要を理解する

	5月26日
	介護保険制度の理解②
	介護保険制度と老人保健施設の関係を理解する

	6月29日
	痴呆疾患の理解
	痴呆疾患の理解とアセスメントの具体的な方法を理解する

	7月28日
	ボランティアについて
	ボランティアの意義と活用についての理解

	8月26日
	介護概論
	介護の目的について

	9月24日
	成年後見制度の理解①
	成年後見制度とは

	10月25日
	成年後見制度の理解②
	法定後見制度の手続きについて

	11月17日
	生活保護について
	生活保護制度についての具体的な理解

	12月22日
	ケアカンファレンスの進め方について
	カンファレンスの意義、相談員の役割について理解する

	  1月11日
	事例検討①
	事例についての検討・対応方法

	  2月10日
	事例検討②
	事例についての検討・対応方法

	  3月10日
	今年度のまとめと次年度の検討
	今年度のまとめと、次年度の勉強会の検討・立案


（別表５）

平成１６年度 事務・相談部門勉強会実施項目

	実  施  日
	内         容
	担 当 部 署
	参加者

	平成16年5月6日
	介護保険制度の理解
	相談部門
	４名

	平成16年8月6日
	身だしなみ・電話対応について
	事務部門
	６名

	平成16年10月19日
	来客・電話対応について
	相談部門
	６名

	平成17年1月18日
	トラブル時の対応について
	事務部門
	６名


（別表６）

 平成１６年度入所・通所平均利用率

	
	入 所 率（平均）
	通 所 率（平均）

	４月
	９８．９％
	４９．８％

	５月
	９６．９％
	４４．８％

	６月
	９９．０％
	５０．５％

	７月
	９８．５％
	５０．７％

	８月
	９５．７％
	４７．７％

	  ９月
	         ９８．０％
	５０．１％

	１０月
	９７．３％
	４８．３％

	１１月
	９８．２％
	５１．６％

	１２月
	９８．０％
	４９．０％

	１月
	９８．３％
	４９．２％

	２月
	９８．８％
	５０．１％

	３月
	９８．８％
	５０．６％


平成１6年度　南山苑年度末報告

栄養部門　
栄養部門　中里奈美恵

【報告概要】　16年度は、２Ｆで移動式ワゴン配膳による温食サービスの提供を開始しました。温かい食事をその場で提供する温食サービスを看護・介護スタッフ・委託業者との協力のもと徐々に軌道にのってきました。この状態を維持し継続していきたいです。その他、各システムに関しては、継続し、見直しをはかりながら改善し実行してきました。

【報告項目】

　１．サービス

　　　　１）食事提供サービス（継続）

　　　　２）咀嚼・嚥下困難な方への食事・ムース食

　2．システム

1） 食事変更・食止・食出の連絡（継続）

2） 献立表の確認（継続）

3） 食事箋の管理（継続）

4） 検食簿の活用（継続）

5） 嗜好調査の実施（継続）

6） 栄養日誌の回覧（継続）

7） 食事摂取量確認表（継続）

8） 食器・調理器具の管理（継続）

9） 衛生管理（継続）

10） 栄養個人票（継続）

　

【報告内容】

　１．サービス

１）．食事提供サービス（継続）

・２Ｆでの移動式ワゴン配膳による食事提供

　昨年９月１日より移動式ワゴン配膳による、回転方式で食事提供を行っています。温かいものを提供することができ、入所者様より温かいものが食べることができて良いといった意見を聞くようになりました。現在の状態を維持し継続していきます。その他のフロアでも温かいものを提供するために、病院から配送されたおかず類は温めてから盛付けし、３Ｆ配膳室へ上げてもらい、食事を上げる時間帯と同時に取りにきてもらい、入所者様・利用者様の元へ食事を提供しています。温かいものは温かく、冷たいものは冷たく提供できるよう、委託業者と南山苑スタッフの協力のもと実行しています。

　　

　　２）．咀嚼・嚥下困難な方への食事・ムース食

・ムース食を毎月２回試験的に実施してきました。問題点として、種類が少ない、栄養価的に蛋白が低い、入所者・利用者様方のムース食への意見です。これらを踏まえた上で検討しなければ本格的な導入まで到ることは難しいと考えています。

　　　　　

　２．システム

　　　

１）各フロアとの連絡調整（継続）

　・食事変更の連絡の流れ

・食止め・食出しの連絡の流れ

　　　

２）献立表の確認（継続）

・日清栄養士の作成した献立表のチェックを病院栄養士とともに行い、同じ食材が重複しないこと、わかりやすい献立名、高齢者の特性から、あまり固い物は避けるように委託業者とも話し合いながら献立表の確認をしてきました。

　　　３）食事箋管理（継続）

・医師からの食事箋を管理する。１枚は栄養士、もう１枚は個人の経過録に添付し、食事箋管理を行ってきました。１２月から、食事箋をわかりやすく改善し使用しています。改善した点は、特食の種類を増やし、トロミの欄を設け、主食の種類を増やしたことです。改善したことによって、個々人の食事形態をよりわかりやすく表示できるようになりました。

　　　４）検食簿の活用（継続）

・検食簿のコメントをもとに献立表チェックの際、参考にしました。味付け、盛付け、食

　器、量等について給食改善検討会の参考資料としました。

　　　５）嗜好調査の実施（継続）

　　　　・実施回数年２回、入所者・利用者様を対象とし、直接聞き取り法とアンケート用紙配布により調査しました。２回目は１回目の調査用紙を改善し、わかりやすく聞きとりやすい話し方を念頭に実施しました。結果として、温食に関することは殆どの方が良い意見を述べてくださいました。メニューについては、魚料理を好む方が多く現在提供している魚のメニューについてもう少しレパートリーを増やしていきたいと考えています。また、固いから、噛み難いという理由から肉（豚肉）を嫌う方が多くいらっしゃいました。ごはんの量・おかずの量が多いという意見もありました。これらのことから、高齢者の特性の食欲減退・咀嚼力の低下・嚥下能力の低下が伺えます。こういったことを踏まえた上で、メニューについて検討・改善をすすめていきたいと考えています。
　　　６）栄養日誌（継続）

・入所者様の食事の問題・経過観察の入力による情報確認

・各フロアの食数・濃厚流動食提供者の確認

・入退所・食事変更の確認

　　　７）食事摂取量確認表（継続）

・各フロアから個々人の食事摂取量の情報提供をしてもらい、確認しました。

・主に２Ｆフロアの食事状況の様子を週１回のペースで観察しました。３Ｆ・デイの摂取状況はほとんど観察していない状態にあり、摂取量確認表でしか把握できていませんでした。17年度は、摂取状況の悪い方・特食の方を中心に各フロア週１回、２Ｆは１１時半から１２時半まで、３Ｆ・デイは１２時から１３時までをめどに食事摂取状況を観察することをすすめていきたいです。

　　
　　　８）食器・調理器具の管理（継続）

　　　　・破損した場合、栄養士に報告してもらい現物の状態確認をし、破損伝票を提出してもら

　　　　　い管理表に入力し、毎月末在庫数確認　　

　　　

　　　９）衛生管理

・衛生管理チェックシートを毎日配膳室へ行き確認しました。

　　　１０）栄養個人票

　　　　・個人票の入力は、３Ｆがほとんど全員入力してありますが、２Ｆと通所は半分程度しか

　　　　　入力されていない状態にあります。そして活用できていない状態です。定期的な入力が　

　　　　　できていなかったことと、いつ、どのように栄養個人票を活用するのかということを明

　　　　　確にしていなかったことが原因です。17年度は、定期的な入力・活用法を決めて取り組んでいきたいです。　　　　　　　　

平成１６年度　南山苑事業報告

事務部門

事務　大川　欽也

【報告概要】

　今年度より総務、庶務の業務を兼ねることとなった。総務及び庶務の業務に関しては、各室の事業報告によるので、南山苑事務としての独自の報告をしたいと思う。業務の量が増えたので、それに対応してより効率的な業務の遂行をしなければならなかったが十分にできなかったことが反省点であった。

【報告項目】

1． サービス

1） 窓口サービス（継続）

2． 職員教育（継続）

3． システム

1） 経理業務（継続）

2） 備品管理（継続）

3） 消耗品管理（継続）

4） コンピューター管理（継続）

5） 他部門との情報の共有（継続）

【報告内容】　

1． サービス

1） 窓口サービス

・標準負担額減額認定の申請を１００件５月末に行った。

・介護保険の認定の更新申請を１２２件行った。認定期間が切れることはなかった。

2． 職員教育

部門内での研修をもつことができず、各業務を行いながら覚えていくという形になってしまった。

3． システム

1） 経理業務

①請求

　介護報酬請求、利用料請求に関して、月末までの実績入力と介護保険の認定期間の確認を行い、請求漏れのないようにした。

②伝票起票

　介護報酬、利用料、認定調査料、主治医意見書作成料等、請求を提出するごとに振替伝票を記載して財務へ提出した。

③他医療機関受診支払

　月末に財務より料金をもらい、支払をし、領収書を財務へ提出した。

④外部発注の支払

　発注伝票、納品書、請求書を合わせて、毎月２０日支払は１０日までに、末支払いは２０日までに財務へ提出して支払を行った。

2） 備品管理

備品台帳への入力を行った。

３）消耗品管理

　　消耗品の発注状況を入力した。

　　対前年度の対比をグラフに作成しようと考えていたが、できなかった。

４）コンピューター管理

　　利用者の基本情報を入力した。

　　利用者、職員夜勤時の食事発注と受けの入力を行った。職員の食数の報告を15日と月末に栄養管理室へ報告した。

　　日誌作成、回覧をｗｉｚ上で行った。

５）他部門との情報の共有

　　通所リハ室

　　　毎朝7時50分よりその日の通所の利用者の人数確認を行い、送迎及び食事発注の漏れがないようにした。

　　居宅介護支援事業所

　　　毎月初めに前月分の通所利用者の実績の報告を行い、介護報酬の請求の過誤がないようにした。

　

　　　




























